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施設間の垣根を取り払い、
各光源の特徴も活かした
新しい軟X線光科学を創設

共通の
サイエンス

エネルギー可変

平均フラックスが大
ピコ秒

フェムト秒、アト秒まで可能

コヒーレンスが高い

量子ビーム技術の革新が、光科学のプ
ラットフォーム化をもたらす
• 物性応用を目指した高調波レーザーの開発
• 次世代放射光につながる、放射光利用技術

の高度化

物性研・LASORセンター 辛 埴

極限レーザーと先端放射光技術の融合による
軟X線物性科学の創成

多様な光源技術を包含した
軟Ｘ線物性科学の創成

光源・利用技術 サイエンスのプラットフォーム化

高調波レーザー科学

放射光科学
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ナノ・スピンARPES

夢物語ではない。

極限技術を持ち、実績を積み上
げてきた私達だからこそできる！

「ナノ・スピンARPES 構想」
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超高分解能2次元角度分解軟Ｘ線発光分光ステーション

1975 1982 1997 202*

SOR RING Photon Factory SPring-8 SLiT-J

日本初の偏光依存
軟X線発光分光器
（KEK-PF BL2C）

1996年

2005年

軟X線発光分光器で
世界最高分解能
E/ΔE=2000を達成
（SPring-8 理研BL17SU）

2012年

分解能E/ΔE=10000達成
（SPring-8 東大
BL07LSU）

NTT 村松らが日本
で最初の軟Ｘ線発光
分光器を建設
（KEK-PF BL16U)

1992年

軽元素用低エネルギー
軟X線発光分光器
（KEK-PF BL19B）

1999年

世界初の斜入射平面結像型
軟Ｘ線発光分光器を建設
（SPring-8 BL27SU）

2001年



高調波レーザー時間分解ビームラインと
時間分解光電子分光装置

会員情報の確認



時間分解放射光PEEM
（磁化ダイナミクスを数10 psの時間分解能で観測）

垂直磁化膜GdFeCoの
レーザー誘起磁化反転ダイナミクス

磁場を用いない超高速磁化反転を実空間で観測。

Phonon-Magnonによる巨大スピン波

Δt: 0~15 ns

NiFe磁気円盤の磁気コアの共鳴運動

5 µm

MH
(42 MHz)

100 µm
超高分解能レーザーPEEM

（磁区ドメインを数nmの空間分解能で観測）

MFM レーザーPEEM


